
 

③1回目：実践研修②講義：zoom＆オンデマンド ③2回目実践研修①講義：zoom＆オンデマンド

6月22日（土）18時～20時
（17時30分受付開始）

6月23日（日）9時～16時30分8月3日（土）18時～20時
（17時30分受付開始）

8月4日（日）9時～16時30分

・受講費：2千円
・当日定員：80名
・オンデマンドは7月上旬~中旬予定
・申し込み締切は、オンデマンド終了期日
まで可能です。

・受講費：2千円
・当日定員：80名
・オンデマンドは8月中旬~下旬予定
・申し込み締切は、オンデマンド終了期日
まで可能です。

・場所：未来図事業所（倉敷市）
・実践研修者は①②③全て参加必須
・受講費は①②③全てで3万円
・定員：10名（希望者が定員を超えましたら、これまでの未来図セミナー
　の受講回数等を踏まえて決定させて頂きます。）

・申し込み締め切り5月３１日（金）
　→　受講可否の連絡6月3日（月）
・実践研修申込みの方は①②の申込みは不要です。

・岡山県以外の方も歓迎です。
・未来図事業所内見学＆説明、実践紹介等も計画中。

『発達障害の特性と自立支援』 『発達障害の般化へのアプローチ』
『発達障害の特性と自立支援』

を基に実践研修
『発達障害の般化への

アプローチ』を基に実践研修

　今年度の未来図主催セミナーは、自閉症支援に関する講義に加えて、実際に協力児（幼児期1名＆学齢期1名予定）に参加してもらい、未来図の中で実践的
な研修を企画しました。６月の講義1回目は『発達障害の特性と自立支援』です。支援する上では、発達障害の特性を軸に考えること、又自分で気付いて取り
掛かることや取り掛からないこと等、私たちは本人に合う自立を考えた支援を設定していくことが必要になります。

　８月の講義2回目は『発達がいの般化へのアプローチ』になります。支援や設定、概念学習等の中で般化を考えることは重要であり、柔軟な思考を育てるこ
とにも繋がります。

　そしてこの2回の講義の内容を踏まえて、6月と8月の2日間で実践研修（参加人数10名）を行います。実践研修では、2名の協力児へ実際にアセスメントを
することや計画を行い、実際に教えていくということのプロセスを学ぶ研修となっています。又未来図事業所見学と実践紹介の時間もあります。2日間の実践
研修は、なかなかない研修となりますので是非ご検討下さい！！

6月 8月 6月 8月

令和６年度未来図セミナー『自閉症教育・支援フレームワーク実践セミナー』

①６月「発達障害の特性と自立支援」②８月「発達障害の般化へのアプローチ」③６月８月：実践研修

講師：水野 敦之 氏 【自閉症教育・支援コンサルタント】

・宮崎県社会福祉事業団 宮崎中央発達障害者支援センター センター長 ・川崎医療福祉大学 大学院講師

・著書：『「きづき」と「できる」から始めるフレームワークを活用した自閉症支援』『生活デザインとしての個別支援計画ガイドブック』

８月３日講義申込み

6月＆８月実践研修申
込み6月22日講義申込み

・単独受講OKです。
・両方受講希望の方
は、それぞれで
お申し込み下さい。

主催：一般社団法人未来図
岡山県倉敷市西中新田596-7
℡：086-431-2733


